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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年9月29日(2016.9.29)

【公開番号】特開2014-55293(P2014-55293A)
【公開日】平成26年3月27日(2014.3.27)
【年通号数】公開・登録公報2014-016
【出願番号】特願2013-170036(P2013-170036)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/65     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   11/65     ＣＱＤ　
   Ｈ０１Ｌ   33/00     ４１０　

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月8日(2016.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（２）
　　Ｌｉｅ（ＣａａＳｒｂ）ｆＡｌｇＳｉｊＮｕＣｘＯｗＨｖ：ｚＡ　　（２）
（式中、Ａは、少なくとも１種の発光活性化剤であり；０＜ｅ≦０．０５；０．１≦ａ≦
０．３；０．７≦ｂ≦０．９；（ａ＋ｂ）≦１；０．７５≦ｆ≦０．９；０．８≦ｇ≦０
．９１；ｊ＝１；１．５≦ｕ≦２．５；０．２≦ｘ≦０．７；０．００１＜ｗ≦０．５；
０．９＊｛（３ｚ／２）－（ｖ／２）｝≦ｗ≦１．１＊｛（３ｚ／２）－（ｖ／２）｝；
０＜ｖ≦０．０５；０＜（ｘ＋ｗ）＜３；ｘ≠ｗ；および、０．００１＜ｚ≦０．０１で
ある）
で表される無機化合物を含む、赤色蛍光体。
【請求項２】
　ＡがＥｕ２＋である、請求項１に記載の赤色蛍光体。
【請求項３】
　（１－ｅ）≦ｆ≦１；（１－ｅ）≦ｇ≦１；１≦ｊ≦（１＋ｅ）；ｕ＝｛３－（４ｘ／
３）－ｈ｝；および、０．９５＊｛（３ｚ／２）－（ｖ／２）｝≦ｗ≦１．０５＊｛（３
ｚ／２）－（ｖ／２）｝である、請求項２に記載の赤色蛍光体。
【請求項４】
　｛１－（２ｅ）｝≦ｆ≦１；ｇ＝１；ｊ＝１；ｕ＝｛３－（４ｘ／３）－ｚ｝；および
、｛０．９９＊（３ｚ／２）－（ｖ／２）｝≦ｗ≦１．０１＊｛（３ｚ／２）－（ｖ／２
）｝である、請求項２に記載の赤色蛍光体。
【請求項５】
　前記赤色蛍光体が、２００ｎｍから６００ｎｍまでの間にピーク波長Ｐλｓｏｕｒｃｅ

を有する発光スペクトルを示す光源からの励起によって、６００ｎｍから６６０ｎｍまで
の間にピーク波長Ｐλｐｈｏｓｐｈｏｒを有する発光スペクトルを示す、請求項１に記載
の赤色蛍光体。
【請求項６】
　表面処理をさらに含み、前記表面処理が前記無機化合物の表面に適用されている、請求
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項１に記載の赤色蛍光体。
【請求項７】
　請求項１に記載の赤色蛍光体および液体キャリアを含み、前記赤色蛍光体が前記液体キ
ャリア中に分散されている、蛍光体組成物。
【請求項８】
　光源発光スペクトルを有する光を生じさせる光源、および
　請求項１に記載の赤色蛍光体である第１の光源発光スペクトル調節剤
を含み、
　前記赤色蛍光体が前記光源に放射的に結合されている、
白色光を発光するための照明装置。
【請求項９】
　前記光源発光スペクトルが２００から６００ｎｍまでの間にピーク波長Ｐλｓｏｕｒｃ

ｅを有し、および前記光源により生じた光に曝されることによる前記赤色蛍光体の励起に
よって、前記赤色蛍光体が６００から６６０ｎｍまでの間にピーク波長Ｐλｐｈｏｓｐｈ

ｏｒを有する発光スペクトルを示す、請求項８に記載の照明装置。
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